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半農半漁村における農業と漁業の構造変動
一一I?毎浜台地学j第H編第 1章第2節第 1項:佐賀県呼子町K集落事例分析一一
小林組夫
佐賀県唐津市松商IlJl52-1 佐賀大学海浜台地生物生産研究センター
Structural Changes in Agriculture and Fishery at 
the Farming and Fishing Village 
-A Case Study on a Village in Yobuko-Town in Saga Prefecture-
Tsuneo瓦OBAYASHI
Marine and Highland Bioscience Center， Saga University 
152回1Shonan同cho，Karatsu， Saga 847-0021， Japan 
要約
「海浜台地」の典型と見られる佐賀県北西部の「上場合地J周辺の沿岸地域の集落には，いまだ「半
農半漁JI止，;苛が少なくない。半農半漁の実態は地域によって多様であるが，佐賀iIL呼子I!lTK集落では，
農家世荷数の3分の 1がイカ釣りと海士(あま)の2大漁法と結合した半農半漁を行っている。 漁業・
漁家の実態も地域牲が大きいが， K集落では，男子l名によって担われた「ワンマン漁業J，I止千百主が
漁業・妻と両親が農業・息子が勤務という一家多就業構造，漁業従事者の高齢化と後継者難という特徴
をもっ O 一方，農業は…述の土地改良事業の実施を契機・ 1英国にして，かつてのイモ・ムギ・自給農業
が葉タバコやイチゴ等を主体とする商品生産農業へ1叫失され_.部に専業的農業も出現し， r農地開発
事業の優等生」と評価されている。しかし，このような農業土地改良を契機とした前進的な農業展開が
佐賀県北西部の…一般的状況であるということはできない。したがって 農業展開の方向性に関する研究
においては，農地整備，集落構造，人的構成， 1'場条件等，多方而からの検討が求められる。
Summary 
Not a litle farming and fishing villages are in Uwaba-Daichi， the northern coastal reagion in 
Saga Prefecture. In those villages not a litle households have at least two works. There are farming 
and fishing and so forth. And adult members of these household have each different works. For ex倫
ample， the head of the household takes the fishing. And his wife takes the farming. But there son 
dose not take fishing or farming. These conditions are the tipical tipe ofhousehold in these regions. 
Therefore the number ofyoung people who take fishing and farming is recently gradually decreasing. 
This is the most serious problem at farming and fishing villages in Japan. 
1 .現状認識と課題
(1) r海浜台地学Jの構成要素としての「半農半漁」開題
本研究センターの対象地域である「海浜台地J，
すなわち f海辺の台地Jの地形的な特徴は，海と
台地(陸)のヰl間に存在し，海と台地(陸)の両
方の性質を合わせもっところにある。そして，こ
れらの問方の性質をともに存効に利用して新たな
方向性を見い出せないか， という視点からの研究
が本研究センターに求められている。
ところで，この日毎と台地([窪)Jの両方の特
徴を同時にもっとは，具体的にはどういうことか。
それは実に多様な側面と内容をもっO たとえば，
台地の農業サイドからみるならば，海浜の急傾斜，
「水なきj台地といった地形的悪条件，または海
風，潮風，照り返しといった気象的条件などであ
る。また一方では，海由来の資源・素材を利用し
た缶統的農法の存在などを挙げることができる。
もちろん，今自では，技術の発達や自然条件の
2 小**恒夫
開発によって，これらの従来からの諸条件は大き
く変化してきている。しかし，基本的に，海浜台
地には，海と台地(陸)の両方の融合的性格はい
まだ存在しているし，両者の有効な結合は今後と
も重要性を失うことはないと考えられる。
(2) 本稿の課題
さて，本研究では，海と台地(陸)の結合の l
つの具体的な姿としての「半農半漁J構造の実態
と変容を検証してみることにする。
本研究でこの問題を取り上げる意義は2つある。
1つは，この構造が，上述の意味で海浜台地の特
徴を典型的に示す lつの具体的な姿にほかならな
いからである。もう lつは，今日「半農半漁jに
ついての研究がほとんどなされていないからであ
る。そのため，そもそも「半農半漁jの実態が不
明となっている。もちろん，本論で示すように，
今呂では，かつての「半農半漁jの姿は大きく変
容している。では具体的にそれはどんな姿なのか，
そして，今後このような構造がどう動こうとして
いるのか。この点を本研究の課題とする。
(3) 調査対象地の選定と本稿の構成
一整儀された畑作台地の半農半漁村における農漁業の変容ー
かつて日新兵台地」周辺の漁村集落の世帯の相
当数が「半農半漁」世帯だったと想像されるが，
今日ではその数は急減し，漁村のなかでも，全体
として見るとむしろ「半農半漁J世帯は少数派と
なっている。しかし，半農半漁世帯割合には地域
性が存在し，相当割合の集落もあるが，極めて少
数派の集落も少なくない。そこで，本稿では佐賀
県北西部の海浜台地周辺の漁村のなかで， I半農
三|三潟、j世帝の割合が比較的高い呼子町K集落を
選択し， 1998年1月に集落悉皆調査を行った。
なお， K集落は1980年代後半における架橋・畑
地開発・農地整備・農業用水新規導水という一連
の農業土地改良事業の完成を契機・要因に， 1990 
年以降ダイナミックな農業展開(註 1)を示した
地区でもあるため，本稿は，この点にも注目し，
土地改良事業に伴う農業展開と「半農半漁」村‘の
構造変化という 2つの内容で構成する。
(説 1)K集終は J1!];:業展開において I1二J;grm発~j(:;r~の{よさ等生J
と詳fI!liされ， 1990年以降のjJZ業展開に I1，\Jする報告 ~!:i= ~á:! は少
なくない。また梨絡の経済効果に|芸iする報公社i:もある(参
考文献参照)。しかし， K集洛の「2家jの3分の 1iま現
イ1: で、も t~H{t家 ('1勺IJ~::P.i，魚、 i必;jわであるのに，この 1'1三 J;~.q之
江主j に視点;を当てたlíJfヲrt:ÿ.ii1~fはぷ r1fJ iこして主11 らない。
2.調査対象集落の農業展開
一イモ・ムギ・自給農業から多様な蕊品生産農業への転換
表 1で農業センサスにより調査対象集落の農業
展開の概況を見てみる。 1960年代と70年代に果樹
園面積が増加したが，同期間に焔が急減している
のはその一部が果樹園に転用されたからとみられ
る。農地造成事業により 80~85年に畑面積が 3ha
ほど純増したが，その後減少し今日では80年水準
った。一方，水沼而積は微減しているが，大
きな変化はない。
作付面積最大作物は1980年までは麦類であった
が，その後急減し今日ではほとんど見られなくな
った(表2も参照)。イモ類・豆類も70年までは
稲作面積を凌駕しでさえいたが，その後は麦類と
同様の動向を示す。そして今日では，稲作面積は
微減，野菜類と工芸作物(葉タバコ)の面積は一
進…退，それに対し飼料用作物及び肉用牛頭数が
増加傾向を示し，これら 4作物(音町可)が今日の
主要作物(部門)になっている。
こうして調査地域の38年間の農業展開を概観す
ると， 1960年代 ~70年代のイモ・ムギ主体の自給
的な農業がリストラされ，今日では畜産(肉用
牛) ・工芸農作物(葉タバコ)及び施設園芸(イ
チゴ主体)にそれぞれ稲作を加味した商品生産的
農業へと大きく変化してきた様子を窺い知ること
カすできる。
そして，その結果，工芸農作物や施設園芸作等
の経営の中で販売金額が1，000万円を超える経営
も6戸ほど出現し，農業展開の前進面を認めるこ
とカfできる。
地方，本地域は1970年には男子の出稼ぎ者数が
農業就業人口及び、基幹的農業従事者数を超えるほ
どの「出稼ぎ地帝」であったが，その後出稼ぎ者
数は急減し，今日では例外的存在となったが，上
記の農業展開はこれらの出稼ぎ者減少の一国でも
あったのである。
K集落は呼子町内で最大規模の農業集落であり，
逆に呼子mrは県内で最小規摸の町村であるため，
K集落はn乎子IlTの農家総数の60%，経営耕地総面
干責の66%と共に過土j三を占めており， n乎子初]ーを名
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表 1 呼子時K集落の農漁業の推移
農家数
経営*M血泊1干lli
主要作物種類別
収穫回程i
不fr，f;j-1忠商積
毅l:fr，1fx:楽地
(以前が問)
施設[認芸
rf:JJfj LI二
J}~~物販売夜l
第11立の
部['戸門H勺'J別t段2家数
(!附
干在fする音i幻:日j勺
農業経営組織自Ij
農家数e側三lこも存)
{Iするi郁子j
Jl!:glIq防l!反ぅピ
会議!別
民家数
経常耕地規模別
良家数
i出i詰詰記詰J言zzt芋!空竺竺:空竺!空竺竺竺竺竺fと士 土J]I空J空主士!空土竺竺竺竺c，三竺主J三主 竺竺:空空 竺"~!1:空ι士T空士士ï~~~~~~f士壬~~三1有二'~~~
二 1二__!割:二1，
i l lJ;1i3J| 」 9;2;|4Jz刻;完引1 | 
l 1 1 ~I 2~1 -ゴ13ぷ;| お蹴州8以山(1
| ;1| 出m川(げ♂7剖5引|釧 :t?|お訓 防町別(ωよ42引|引(品5臼別8似山(QJ1
3 
借入緋地のある
民家数・派干:lf 認| 14ぷJ!U;2お引;リ出15ぷ2J;3訟?t;:お引;リ139!花(2;;:3引;リ山16ぷ;Z ;リ11， o~~llぷぷ，ぷぷ:;3引札机引汎1)，山3おぷよJ8J;ぷι訂:r，J(匁
稲作機織所有
台数(個人十
共有)
民家人口
(うち65t~足以上)
農業従事者数
24業就業人口
(うち65歳以上)
主主幸子的農業従事者数
i2 86(17) 73(15) 
15(24) 135 (18) 
74 63 
92 97 61 5( 6) 
801 58( 3) 
25 
4 小林恒夫
ともに代表する集落ということができる。
表2はn乎子町の1990年以降の主要作物の作付面
積の推移を示したものだが，上記の理由から町全
体の動向はほぼK集落の動向が反映されていると
見ることができる。そして表から，架橋・新規導
水・農地整備がほぼ同時に完成した90年以降の大
表2 主要作物の作付面積の推移(呼子町)
1988 1989 1990 1991 
7M話 2，400 
すいか 208 292 284 
かんしょ 33 406 350 317 
さといも 8 34 35 46 
l.fi1-いしょ 16 74 
きゃべっ 30 118 5υ p 46 
たまねぎ 337 669 713 
にんじん 44 182 2 73 
か(まちゃ 19 96 79 60 
いちご綴株 20 230 216 
主tl鹿野菜 若手EL 136 1， 016 1，019 907 
秋冬 109 1，230 1，322 1，421 
245 2，246 2，341 2，328 
施設いちこ 190 271 
三~JJ! 576 193 
豆類 788 450 
たばこ 2，050 2，108 
にんにく 452 362 
:{E (i¥H也十施設) 5 
飼料!日作物(春夏+秋冬) 1，681 1，754 
かんきつ類 64 65 
f*羽1: 春夏 1， 089 1，672 
秋冬 3，220 3，141 
4，309 4，813 
法j也 ごl'H乙1 
秋冬
変化を確認できる。特に，たまねぎ，イチゴ，葉
タバコ，錦料用作物の面積拡大が注目される。
さて，以下で，上記のような本地域の農業のダ
イナミックな畏間の内容とメカニズムをもう少し
具体的に見てみよう。
tjif立 a
1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 
2，400 2，400 2，400 2，400 2，4∞ 2，400 2，300 
284 280 394 283 260 209 275 
317 328 222 259 261 230 135 
46 36 23 21 58 88 55 
24 84 141 86 76 93 
48 37 129 45 5 
474 488 572 640 599 638 887 
55 45 19 
60 61 6 9 85 69 72 
185 194 265 294 273 400 276 
907 860 923 796 826 816 811 
943 936 1，035 1，169 1，014 1，237 1，396 
1，850 1，796 1，958 1，965 1，840 2，053 2，207 
256 256 293 294 295 291 244 
361 361 179 206 48 
473 457 486 377 423 566 530 
2，108 2，199 2，209 2，218 2，179 2，267 2，185 
259 261 210 223 152 228 277 
5 12 71 79 67 
1，624 1，612 2，605 2，175 2，174 2，313 2，391 
69 69 75 75 59 57 64 
1，672 na 835 1，311 1，372 768 1，147 
3，563 3，480 2，892 3，188 3，345 2，955 628 
5，235 3， 727 4，499 4，717 3，723 1，775 
na 65 81 50 68 76 
102 70 26 53 113 44 
135 107 103 181 120 
資料: r土地利用状況調査J(佐賀県 l二場営jJ2センター )0 7]c稲のみ『佐賀段林水産統計年'01:U(佐J:~ J}i 1t*J~tt-lゐ協会)。
註 告側及びnaはデー タなし。 は該当なし。
3.海浜台地農業の変容と問題点
一水利開発事業を要因とする農業展開
(1) K集落の農漁業新展開の起点
一架橋，導水，農地開発・整備事業の実施
上記のように，もっと具体的には後述のように，
1990年以降， K集落の農漁業は大きな変化工うね
りを見せるのであるが，その決定的な契機・要国
は農地開発・整備と新規農業用水通水と架橋の3
つである。しかも，これら 3要因が1989(平成元)
年をもって同時に完成したため，これら 3要因が
いわば相乗的に作用することによって， K地区の
農漁業及び住民生活は大きく変化するに至った。
そこで，まず，この3要国の内容を簡単にみるこ
とから始めよう。
①農地造成・整備事業
lつは1983年に閤営農地造成事業によって山林
原野から畑地3haが新たに造成されたことであ
る。表 1 で1980~85年に畑地面積が約 3ha 近く
純増になっているのはこれの反映と見られる。
もう Iつは， 1984~88年に県営畑地帝総合土地
改良事業によって集落内の'l:1II54haと水田14haが
区画整備されたことである。その結果，図 1でも
分かるように， K集落の水田のほとんどと畑の 9
水田
畑
12. 5 ha 
甘夏みかん園13.8 ha 
放牧場
漁樺
半農半漁村における農業と漁業の構造変動
漁港
図 1 K集落の園場図
配水管
→ 給水栓
@ ファームポンド
500 m 
5 
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表4 K集落の農漁家の農業・漁業の概要 (J似な:a， i1J1， t主， トン)
経常務地面総 貸付制j絞 作i-の状況 その他 漁菜
1主iH 1 経営部1" 問地 借地 ，n1日矧 13作稲 タ 26fthl'j菜 1夏lハウ1!1 続料繁 ハ版ほ!魚絵、ン 魚怒
!詰!ま n封1 務Hl知1151 1 1 1弱バコ E その他 ミ方，1イ 知nIiIi.1 
{者 b~ 地 IHJ午、 収t~ 千 針縫
地地 む1Jii五ギ iEihiゴ !Iこ
1301 1 1 56 お61 1 1 1181223 
i∞301 1 701 1 2301 1 1 13日1701 1 1 30
菜タバコ 101 1 1 ω 281 1 1 181 150 
Ij: 14191 101 1 311201 1 2521 1 1 121 230 
5181 1201 12.1 2501 1 4121 1 1 121 30 
H2_~L_lI_OJ__ _5_OJ__J_)∞ J~~~--~---+--+m-~~Q~---~"-õc.õc=.-..=.，------~--_5_OLJ-~-_~____~___+1t互盟主m ト 1 
711 651 I I 1 1 76 I 1 Ill 1 1似!日野菜作 29 
8181 901 1 1 1 1 108 1 1 181 1 1 1 1 27 
イチゴ作 91201 1∞ 61 101 1 1361 1 1 1201 1 1 1 30
101201 601 1 1 101 1 901 1 1 1201 1 1 1 281 1 1 1 1 1 1.1 イブJ釣i)紛(未使!IlJ
その他 i21147 1ω~+-96++--H-H~t--t---t--p~t----t--+r[fËüô---------+-8ÕF5+-hi3 
その女性作物11i43175 i3∞0 25 i2 8 iJ70f 2-5 2159 j2O5lLfキ会1ャ5生ベ1ツ0綾子 山 381 3 ト
iの出一人一-1z52fd2ωωb 一一一一_lißt--H~ 叩一一一 一一一一一 __é~~+_+V+-- 一一一 一一一一一一一 一一一一一一一一…
if続出弓'17121431 601 1 1 1 1251 1 161 121 1 25 ω 
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19131 61 241 1 401 1 1431 1 1 131 1 1 1 241 1 1 1 1ω 91 1 13 イカ釣i)
イカ釣 201201901 101 1 201 1 1401 1 1 120 自*!lI~f*2日 101 71 1 12 イカ釣1)主体
1)十祭 21101401 1 71401 1 971 1 1 161 1 1 1 1 1 1 1 80151 1 15 イカ釣1)
M'i 12131 501 101 91 1 1 821 1 1 121 1 1 1 1 1 1 50 51 1 14 イカ釣り
23101 751 201 1 1 1 1051 1 1 10 ニンニク，洛{E't 1 201 1 1 1 401 21 1 14.5 イカ釣りh n~ilj 401 ~~I 1 1 1 ~~I J I ，， ~I 115  1 ~~ 封125a ili:休? 1 15 イカ釣1)(2人間
25120 初 501 1 801 1201 1 1 1 301 1 1 1 1 1 1 15 イカ釣1)
釣1)イカ釣 26151761 41 1 1 1 951 1 1 151 1 1 1 41 131 1 1 1 1 1 1悶 イカ釣1)
1)十そ 27181 801 1 81 1 1 961 1 1 16 パレイショ等 主若7駁充 15 イカ釣1)
の他の 28151501 1 1 1 1 65 1 201 151 1 401 1 I I 1 1 1 1 1 15 イカ釣り
手 作物 291 1 401 21 1 1 1 621 1 1 1 1 1 1ニンニク20a 1 21 1 1 1 1 1 1 14 1カ釣1)
悦 30121 101 1 51 1 1 371 1 nal 12 ニンニク lna イカ釣:)
31 71 1 1 1 1 7 1 601 1 7 直究所出L 1 217，7 イカ釣り(別々 に采給)
設 {年士÷認 26 ω 101 1 1ω 196 お 101 1 1 1 1601 281 1 1悶 ウニアワビ (i批)
語 障壁土設2311201 151 201 1 178 お l∞14れ側光 11.7 17ワどサザエウニ
おお 701 1 1 1 1 85 1 1 151 1 701 1 1 1 1 1 1 1 215， 1 ウ二五jj;(i毎1:)
351201 101 1 81 1 1 281 1 201 1281 1 ，15洛jE'tlOa 波光所等/l'，L 1 11 アワビ サザエじ毎土)
36161 371 151 1 1 1 681 1 1 16 自家好菜37a 1 151 1 1 1 1 1 i話応経営 21，1 養殖 (1[1アワビ)，サザエ等
i年1:十37151 101 1 1 1 1 15 1 1 151 1 1 1 1 271 1 1 1 1 1 14 サザエ・アワピ等 (i年-1:)!? ぉ2411∞ 山 川 1 お 13.5 17ワピサザエウニ(汲1:)
その他仙 3911 101 341 1 51 1 601 1 1 16 ニンニク10 1 341 1 1 1 1 1 1 13‘67ワピ・サザエ(海士)
の作物 40151 201 351 1 1 1 70 ω 15 ニンニク5，立5 1 351 1 1 1 1 1 1 15 ウニ サザエ (1年土)
41161 251 201 71 1 1 581 1 1 13 ニンニク10a 1 201 1 1 1 1 1 1 1 1. 5 ウニ アワピ・サザエ タコ(i毎:1:)
42101 481 1 1 1 1 58 1 1 101 1 5!iWU15a 1 1 1 1 1 li!J:究所以し 11.5 ウニ サザエ・アワビ (1依I:)
431 71 1 1 1 1 7 1 151 1 71 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 1 7ワピ・ウニ・サザエ(海:1)
遊漁船 44221 1 401 1 1 1 621 1 62 2 ミカン8fjl!l立売 401 1 1 1 1 1 1 210，6i控漁鈴25主
紫鏑11451141101 1 1 601 1 1741 1 1 141 1 1 1 1 1 1 160 21
461 91 501 171 2.1 1 1∞ 261 1 1 1 1 1 1 74 7人工受精F，ij
47181 101 1 1 1 1 128 1 1 181 1 1 1 1 1 1 10 6 
48161 501 201 I1 1 1 901 1 451 1201 1 1 1 201 1 1 1 501 3野菜白山奴売
49131 451 1 1 1 1 58 1 1 13 刻ニンニク 5 1 1 1 1 1 101 1 il立光所lHL 
501 81 51 30 必 301 1 8 自家用野菜5a 1 30
51261 401 61 1 1 1 721 1 301 126 キャベ'/40日 6 
5211 451 1 1 1 1 56 1 1 Ill 1 40カボチャ5
その他 53191401 301 1 31 1 921 1 1 191 1 40洛{E生5a 1 30 夜光li経営
の作物手117 お 121 1 1 61 1 1 1291 1 30落花生5
51 1 201 201 1 1 1 ，01 1 1 1 1 1 201 1 20 
561 1 201 1201 301 1 701 1 1 1201 1 201，1家I野菜VI2 572730 鈎 71 1 141 1 1 127 落花生2a 初 末野菜山花 11 1 (繍化で事IJl
i持3茶話51 58 5 60 6 71 i1 53パレイショlOa
筏扶 591 1 241 10 手I121 24 ニンニク，浪花'1: 無人販売所
iォt、 60171 1 1 1 1 17 101 17 
'i側f 6i 16 -6一一 2 一一8臼一一 1一6切一一時 一一一一一時一一一 一守山一一一一一ト… … 一一一一時均一
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ト一一-66m567p231向340 i6ii9O6 一一一421一~llÕl---1即日 時叩1何327処871時叩23154ω自信 2一348一一一 一6一3一ニニンωンmニク町一1一o一落a一花一生一一 一42一一ー ω“ 一 5 2|直売所IBL
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絞只~hl~~I:~1 "I I~~I 1 1 Il':~1 1 J I:~I 1 1_， L "， ".Il~~ ミカン!)U工{立子じ
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71101 301 251 1 1 1 651 1 51 101 12018 1 25 
η301 101 1 1 1 1 40 51351 1301 1 1 1 1 0 千チゴ観光決悶
m181 1 1123030 
151 l1a 
i 地持ち ~I 農家 81 1 1 1 8121 70 
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割以上が整備された。
②架橋・導水
K集落は離島であったため， 1989年に農道整髄
事業によって橋が開通し，問時にその橋によって
新たな農業用水が引かれることとなった。車道と
農業用導水路がセットで開通したのである。
橋は「農免道路」であるが，農業用としてだけ
でなく，生活用としてはもちろん，漁業用，観光
用としても多面的に使用され， K集落(島)に多
大な使益をもたらしている。
図1は， K集落の農業用配水路と闘場簡である
が，以上の諸事業の成果が端的に示されている。
(2) 畑作農業の異体的展開状況
以上のような3つの公共的ハード事業を契機・
要因にして， K集落の農漁業及び通勤，さらには
生活面において大きな変化・展開を見せるのであ
るが，以下では，各世帯におけるJ箆漁業及び、通勤
勤務という「産業Jないし f仕事Jの面に視点を
おいて，各世帯におけるこれらの「仕事Jの組み
合わせからみた「陛帯類型jごとに，その後の変
化・展開を整理してみることにする。
K集落における f世帯類型Jは，大きく見て，
専業的農業世帯，半農半漁世帯，兼業的(勤務主
体)農業世帯の3類型にまとめることができる(表
3・4，図5)。
そこで，まず，専業的な農業世帯から見ていく。
ただし，専業的な農業世帯も今日では多様な内容
をもち，農業で経済的に自立しているとはいえな
い高齢専業農家・定年帰農世帝や女性 1人のみの
農業世帯も存在するが，本稿では農業経営で経済
的自立をめざす専業的農業世帯に焦点を当てて見
ていくことにする。
①新規導水利用によるイチゴ作経営の麗開・ Uタ…
ン就農
K集落の農業展開における目立った特徴の第 l
は，架橋に伴う新たな農業用水の確保を契機・要
因としたイチゴ作の展開である。 K集落でのイチ
コ、、作の塙矢はNo.9農家である。 No.9農家は1989年
導水を見込んで、その前年にK集落で最初にイチゴ
を試作し，それが順調にいったため，翌89年の新
規導水を契機に4戸，そして90年には更に 2戸が
イチゴ作の仲間に加わり その後も新規導入者が
続き，現在では，表4のように 8戸でイチゴ栽培
が行われている。
こうして，イチゴ作は，架橋及び新規導水を契
機にK集落に新規導入された新しい部門であるこ
とと関連して，イチゴ作の担い手の多くは，それ
まで、関西等に季節出稼ぎに出ていた30歳台の青年
であり，いわば彼らはUターン就農者であること
が注呂される。
ところで，イチゴ作経営は栽培技術と一定規模
が確保されれば専業的な農業経営が可能な分野で
ある。事実， K集落のイチゴ作8経営のうち 5
は専業的な農業経営を確立し，うち 2戸では21止
代の世帯員 3~4 名による専業的農業経営となっ
ており， I認定農業者jをかかえる経営に成長し
てきている。
しかし， K集落のイチゴ作経営8戸がすべて「認
定農業者jをかかえる専業的な農業経営となって
いるわけで、はない。イチコゃ作は導入後まだ10年余
と決して長くないこともあって， 3戸は漁業との
兼業農家であり，またNo.72農家は世帯主は農外就
業者だが娘が有機農業に興味を持ち「摘み取り観
光農国JとしてlOaのイチゴ園を経営しているな
ど， K集落のイチゴ作は経営形態・経営規模にお
いて目下多様性を示している。今後，告立的なイ
チゴ経営に純化していくのかどうか，興味がもた
れる点である。
また，イチゴ作はK集落において新規導水を要
因とした典型的な営農形態であるため，期待の大
きい部門でもあるが， K集落は島であり，季節風，
とりわけ冬の季節風が強いという悪条件下にある
ため，多くのハウスは強風を避け，島の南東部の
林の仁1=の畑に設置されているという立地上の問題
も存在する。事実No56農家は1990年にイチゴ作を
始めたがハウスが強風で倒壊したためイチゴ作を
中止している。
②畑整備・換地・農地流動化を通じた葉タバコ作経
営の展開
次いで、日立つ動きは葉タバコ経営の展開である。
葉タバコ経営展開の要因は，イチゴ経営のそれと
違い，県営畑地帯総合土地改良事業(畑のIR画整
備・換地・耕作道敷設)によって畑の各国場が拡
張され集団化されたことによって，土地利用作物
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表5 K集落の農漁家の経営耕地茜積別階層間移動
年次
1970~ 
75 
80 
85 
90 
95 
98 
農外 0.5ha 未満
資料:1設業センサス集落カード.19981ドは悉皆実態調査。
0.5~ 
1.Oha 
2.0~ 
3.0ha 
3.0ha 
以上
註 : [;皆!努 IUJ移動は隣接階宿泊jで行われ，線設や事rr規参入は絞下街地、ら行われると仮定し，上総から順次計算した。 Oで凶んだ数字が移動f~!i*
数を示す。
のスケールメリット効果が増大したため，その代
表的作物である葉タバコ作が借地を通じてその面
積拡大を図ったのである。また零細兼業農家がこ
れら葉タバコ経営の規模拡大に積極的に協力した
と言われる(註 1)。
表5は， K集落の農家の経営面積階層聞の変動
を推測したものだが，以上の葉タバコ経営の規模
拡大過程が1990年以降の3ha以上層の形成に反
映されている。その結果，現在ではK集落には6
戸の葉タバコ経営が形成され，彼らの葉タバコ栽
培面積は平均2.2haに達する。そして， 6戸中半
数の 3戸は 2世代農業専従者を捧し，また 6戸中
2戸に認定農業者がいる。
以上見てきた「イチゴ経営jと「葉タバコ経営J
の2つの経営類型だけは， K集落においては一定
の層をなした専業的農業経営群を形成している。
しかし，以下で述べるようなタマネギ，甘夏みか
ん，和牛においてはそれのみで経営を自立化させ
た専業的経営は生まれていない。
③新規導水・畑(道路)整需によるタマネギ作の増加
新規導水及び、焔整備を契機に増加したもう lつ
の作物はタマネギである。タマネギは重量作物で
あるため，畑整備に伴う通作道路敷設によって畑
から車への直接搬出が可能となったことが大きな
要因となり，また新規用水利用によって収量の増
加と安定化が可能となったことも作用し，作付面
積が増加傾向にある(表2)。そして現在，表4
に見られるように， K集落では18戸の世帯におい
て計6ha以上のタマネギ作付が行われている。
ところで，タマネギ作は各農家においてそれぞ
れ個別・自己完結的に行われているが，機械化一
貫体系が整いつつある状況下においては，農家グ
jレ…プによる機械利用の共同等による省力化・コ
スト低減への取り組みの検討も必要のように思わ
れる。また，そのような取り組みがタマネギの栽
培と産地の維持にも役立つと考えられる。
④海浜温寝気候と新規導水を利用した甘夏みかんの
安定生産・特産品化
もう lつ指摘するならば，新規導水を利用した
甘夏みかんの品質向上と生産の安定化が挙げられ
る。 K集落は離島であるため，海洋からの照り返
しを含め日射量に恵まれ，また赤土という土壌条
件からも，柑橘の適地であったため， 1970年代に
罰1に見られるように沿岸傾斜地に甘夏みかんの
植栽が進み，県内最大の甘夏みかんの産地となっ
たが，ミカン不況の下で，今日，放棄状態の甘夏
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みかん醤も少なくない。
また，価格も温州ミカンほどの著しい変動は少
なく， さらによヒ較的粗放な作物であるため，専業
的農家でなくても栽培が可能であることから，今
日では大半が兼業的農家(後述)である K集落
(表4・国5参照)の農家にとっても甘夏みかん
は極めて「適作物jであり(註2) ，多くの農家
が栽培している(表4)。
ところで，揮閤地の一部にはスプリンクラーが
設置され，用水管理を通じて，甘夏みかんの品質
と収量の向上が図られている。そしてこの甘夏み
かんは， 1つは市場出荷， 2つは架構に合わせて
隠語した島中央展望所の商屈での販売， 3つは農
家女性起業グループが開発製造する菓子の原料と
しての利用(註2)というように，多様なルート
で利用販売され， K島の特産品の 1っとして定着
し評価を高めている。
(3) 極零細稲作構造とその再編課題
K集落の農業の中心は畑作及び後述の肉用牛繁
殖であるが，ほとんどの農漁家は同時に稲作をも
行っている。しかし，その規模は表4に見られる
ように，平均18.2aと極めて零細である。これま
での調査報告(註3)で明らかなように，たしか
に佐賀県東松浦半島の農家の稲作規模はおしなべ
て零細で、あるが， K集落では，50a 以上稲作栽培
者は皆無で、， 10a未瀧がl割強の7戸も存在する
というように，その零縮性は際だ、っている。その
結果， 67戸の稲作栽培世帯のなかで米販売世帯は
数戸にすぎず，ほとんどが飯米のみのための生産
となっている。
このような零細性のため，大半の世帯は稲作機
械を数戸で所有・利用している。しかし， 1セッ
ト自己完結的に所有する世帯も少なくない。その
結果， K集落全体では， 1995年センサス(表 1) 
では，田植機34台，パインダー58台，自脱型コン
パイン 7台となっているが， K集落の稲作面積は
12haにすぎず，明らかに過剰投資といえる。し
かも，田植機とパインダーの台数はいまだ増加傾
向すら見られる。
一方， ~方除作業は共同で行われている。 K集落
には生産組合が3つあり，各生産組合はそれぞれ
散す好機を l台ずつ所有し，各生産経合において 1
1人の全戸出役制で作業編成を組んで一斉防除
を仔っている。 訪除関数は共同訪訴を始めた80年
ころは6回と多かったが，最近徐々に減らし， 3 
年ほど前までは3問実施していたが，それ以時は
5月の害虫と夏の病気に対し2回のみ行っている。
なお防除作業の共同は80年ころに自主的に開始さ
れ，防除機械も補助なしで関係者の共同負担で購
入し，現在の2台自の機械も同様に補助なしでの
自前で更新した点が注目される。
ところで， K集落の稲作は，盟 1に見られるよ
うに，基盤整備も済み， しかも一部の零細未整備
水田を除いて連想的な 1団地を形成しているため，
生産の経織化には極めて良い物理的条件を提供し
ている。関係世帯の合意形成さえできれば，組織
化によって機械の過剰投資を回避し，稲作生産の
合理化が可能となろう。そして，共同紡除こそが，
合意形成への橋渡しの可能性を示す現実的条件に
ほかならない。
(4) 和牛繁殖経営の展開と問題点
一定数の世帯(13戸)が和牛繁殖を行っている
ことも， K集落の農業の特徴である。これは， K 
集落は図 1に見られるょっに南高北低の緩傾斜
「海浜台地Jを形成しているため，かつて和牛が
役音として飼養されていたことに遠関している。
現在和牛飼養世帯は13戸で， 2つの生産組合内の
和牛飼養グループがそれぞれ共開放牧場を利用し
ている。集落北部のA生産組合所属の 6戸の和牛
飼養グループは，国 1に見られる島北部の約 7ha
の共同放牧場を利用しているが，これら 6戸は放
牧場内に共同畜舎も建て，全ての牛を放牧場内で
飼養・管理している。
他方，集落中央部に位置するB生産組合所属の
7戸の和牛飼養グループは，図 1の島北西部の共
同放牧場を利用しているが，畜舎は各自自宅潤辺
に持ち，毎日共同放牧場との間で牛の出し入れを
行っている。
ところで，牛の世話を主に行っているのはほと
んど高齢者で，中でも男子に限られている。高齢
者の妻や息子たちは牛の世話にはほとんど関わっ
ていなし、したがって，現在の和牛飼養の担い手
が加齢しリタイヤした場合，和牛飼養世帯の激減
が見通される。同時に，共同放牧場の跡地利用問
題も出てくる。現に，集落南部のC生産組合では
和牛飼養世帯がいなくなったため，それまでC生
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産組合所属の和牛飼養世帯が利用していた島南部
の共同放牧場は，現在はその一部をB生産組合所
属のNo33農家が利用して何とか維持しているが，
放牧場の大半は利用放棄されざるをえない実態が
すでに出てきている。
(註 1)佼賀県呼子町民林f;~l資料(1991) 参照。
(註2)1日めぐみ (1991)参照。
(註3)小林恒夫(1997a)，同(1997b)，問(1998)，向(1999)
4‘「半農半漁j構造の変容と展望
世帯類型の第2は f半農半漁J世帯である。し
かし，その中身は多様で、あり，全体像をいかに把
握したらよいかは，目下検討中であり，まだ有効
な方法をもたない。また漁業経済状況の把握もま
だ十分で、ない。そこで，今回は，世帝員の就業状
況の実態を中心に， I半農半漁j世帯の構造的特
徴を解明することに眼定する。
(1) I半農半漁」とは?
「農家(農業)Jと「漁家(漁業)Jの関係-
f半農半漁Jとは， 1世帯において「農業と漁
業の両者が行われていることJ，換言すれば「農
業をも営む漁家jのことを指す。もともとは，お
おかた「飯米や自給的野菜を自ら生産する漁家J
だ、ったと考えられる。そして，このような「半農
半漁J世帯が，現在でも海浜台地，すなわち「海
辺の台地J問辺の漁村には少なからず存在してい
る。しかし，現在ではその実態が大きく変貌して
きていることは.lJ、下で述べる通りである。
さて， I半農半漁J世帯とは，農家と泊、家と両
者を兼ねた「農語、家」のことでもある。そこでま
ず，調査結果から， K集落における農家と漁家と
の関係を図2に示した。なお比較のため， 1990年
の実態も掲示した。
図から， K集落の農業を営む世帯(農家総数)
は1998年で72戸。 8年間で12戸減である。漁業を
1ぷ"毛- イカ釣:)
b12d3 と
I魚
13戸
r円2翁一詰L 
語、
i(正合士養12嫡戸) 
;，(1，家 45)5・
46戸1
26 
}二I 遊;，(¥古合 Ijヨ
函2-1 K集落の農家と漁家の関係 (1998年)
y同t4g 
d翁ミ， (半52夜;，<1半iJ立漁) i曲家 56Fヨ
261'ヨ
59戸
図2… 2 K集落の農家と漁家の関係 (1990年)
1'f科:呼子町淡林f;~l資料 (1991) より算出掲示。
営む世帝(漁家総数)は71戸。 8年間で江戸減で
ある。そして両者のダブリ部分，すなわち農業と
漁業の両者を営む世帝(農潟、家)は98年に26戸あ
り， 8年間で増減は見られない。また表1でも
漁家数は増減しているが1995年までは「減少傾
向Jが認められないo I半農半漁J世帯が強靭性
を備えているのかどうか，興味のあるところであ
るが，その実態と要因は目下不明で、ある。
(2) 漁業の韓類
「イカ釣り」と「海士(あま)Jの2大漁法-
K集落のj魚、業(漁法)自体は4種類あるが世帯
(漁家世帯)単位で見ると 3種類となる。すなわ
ち，漁業(漁法)種類、は，①イカ釣り，②ウニ・
アワビ・サザ、エ等の採捕(海士)，③一口アワビ
養殖，④遊漁船の4穂類だが，世帯単位で見ると
②と③は兼業されているため，盟2-1のように
①イカ釣り漁業，②海士，③遊漁船の3種類とな
る。また遊漁船経営は 1戸だけなので，結局，大
きく見ると，①イカ釣り漁業と，②海士を主体と
するj魚、家の2種類がK集落の漁家世帯の代表的な
類型であると把揮することができる。
(3) 漁業労働様式の特徴
「ワンマン漁業J一
次に，上記2種の労働様式の特慨は下記のごと
くである。
①イカ釣り漁業
にイカを釣るが，イカ以外にもブ1)，サパ，
アジなど多様な潟、種を釣る。一般的に 5トン未満
の3級船を l隻持ち，日暮れとともに男 1人で船
出し，漁り火を焚いてイカを釣る。そして，日の
出とともに港に戻り，午前中に臨眠をとり，昼食
後農業をし，夕食後また海に出るという生活スタ
12 小林恒夫
イルをとる。きつい仕事だが，仕事の時間帯の性
格上，ここには農業との兼業を可能にさせる条件
も存在する。
No24世帝やNo25世帯のように，世帯主と後継者
の2人が一緒に同じ船に乗る事例もあるが， No26 
世帝やNo31世帯のように 2人いても世帯主と後継
者は別々の船，ないし別々の時間帯にそれぞれ1
人で、船に乗っており，男 1人による労働様式が一
般的とみられる。
②ウニ・アワビ・サザエ採捕漁業(海士)
本地区でウニ・アワビ・サザエの採捕の作業を
担うのは， Iあま」は「あまJでも女性(海女)
ではなく，男性(海士)であるという特徴をもっO
本地匿の海士(あま)は小型船で 1人で出かけ，
島周辺の近場でウニ等の採捕を行う。イカ釣りt.:J、
上に体力勝負の漁法なので，年齢がものをいうが，
しかしは体力だけでなく経験も重要なため， 40歳
代半ばが働き盛りと言われる。そのため，上記の
イカ釣りの場合は60歳以上で船に乗る者も 8名と
半数近くいるのに対し，海:士で60歳を超える者は
1名のみであり，体力的に 1)タイヤ年齢はj征士の
方がイカ釣りよりも若い(表3・図4参照)。
以上から，本地毘の 2大漁法であるイカ釣りと
海士ともに，担い手は基本的に男子 1人であるた
め，本地症の漁業を「ワンマン漁業Jと特徴付け
することができょう。
(4) 農漁家世帯の就業構造の変容
「半農半漁Jから「漁業・農業・勤務jの一家多就業形態ヘー
現在の「半農半漁J世帯の第 lの特徴は，世帯
全体として極めて多就業構造であるという点であ
る。かつては， I半農半漁」という命名そのもの
が示すように， 1世帯が漁業のみでなく農業をも
営んで、いたわけで、ある。ところが，農家において
高度経済成長以降，兼業化が進んだように，漁家
においても兼業化が進んだわけだ、が，1半農半漁j
世帝は，もともと農業とj阜、業の2つを兼業してい
た上に更に農漁業以外の就業に就いたため，農家
が「農業と勤務」の 2つの兼業であるのに対し，
「半農半漁J世帯(農漁家)は「潟、業と農業と勤
務jの3つの兼業というように， I兼業農家J以
上に一家多就業となっている。
では，このようないわば f超j多就業とは現実
的にはどのような実態なのか。 ~3 はそれを示し
たものである。世帯主の就業形態の大半はC，す
なわち「漁業が主だが農業にも従事Jしており，
f一人二役」をこなしている。一方，世荷主の妻
は漁業に直接的にかかわることはない。それは上
述のように， K集落の漁業種類がイカ釣りとウニ
・アワビ・サザエの採捕(海士)の 2種類であり，
両者とも男子 1名が単独で船を操縦し作業(釣り
・潜水)するという労働様式がとられているから
である(註 1)。妻の就業内容は多様で、あるが，
農業専従というのが大半である。
また，あとつぎは農漁業志向者と農漁業以外の
勤務志向者に分化しているようである。
他方，あとつぎの妻はまだ事例が少ないが，多
様化しており…定の方向をとっていないようであ
る。
さらに，両親の方は，父の中には現在でもまだ
漁業をやっている者も少数いるが，かつて漁業を
やっていた者でも現在ではほとんど年齢的に漁業
からはリタイヤし「農業を手伝うj者が多い。母
も大半は f農業」及び「農業と家事Jであり，農
業及びその手伝いをしている。
以上から，両親・世帯主・その妻・あとつぎ予
定者の4者の聞に，概括的に見て， I両親:農業J，
「世帯主:漁業と農業(兼就業)J， Iその妻:
業J，Iあとつぎ:勤務が主jといったいわば4極
構造の形成が認められ，それがK集落の農漁家の
j直系佐帯員の現在の基軸的な就業形態となってい
るように理解される。
(三i:l)この点から本稿では l二述のようにK集務の漁業を fヮ
ンマン漁業jと表現したが，それは2つの意味内守容をもっ。
今日の漁業において海(船)Jニ労働(漁労)は介主的に主に
男子労働によって担われているが，主Iiった魚、介類が篠上で、力1
=[される場合には，その力Il工過殺は主に女性によっておわれ
ている場合が多い。たとえばお毎と台地』次号で取り上げる
予定の佐賀県肥前町の「半段半漁J村の「いりこ(いわし)J 
漁業では，日fûJ では援用者を含めた「船 3 隻三二男子 5~7
人による分!な:と協~J ， 1注jの加工製造所では「女性数名に
よる協栄Jという労働様式がとられている。夫婦の労働内容
は異なるが，夫婦ともに漁業労働を担っているのである。ま
た討す(司会)J二の男子労働においても!出前向の場合は複数人数
による「分業jがとられているのに対し， K集i容の場合は i
人lìj-1'!l~労働という夜り方をとっている。こうしてオヰ寄与でいう
「ワンマンi係業Jは，海上労働がヲj子 1人lj-1:労働て、あるこ
とと，そもそも漁業労働に女性はたず、さわっていないことの
2 !訟を合なしている。
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図3 半農半漁世帯(農漁家)の世帯員の世代!ijIJ就業の実態
註:記号は就業状況で表3参!!言。記号に付いた数字は人数。
類・アワピ類・サザエは85年以降は漁獲量・生産
額ともに急減傾向が顕著であり，イカも92年の豊
漁以降は漁獲量・生産額ともに振るわない。こう
した漁獲量の減少と収益低下も後継者難の大きな
要因と考えられる。
その結果， 20代， 30代の漁業後継者は極めて少
なく，漁家の子弟の多くは，農家同様，自家漁業
以外の勤めの仕事に就く傾向が強い(密 3)。
5.兼業的農業世帯
一最大多数の世帯類型としての兼業的農業世帯の形成一
本集落で3番目の世帯類型は兼業的農業世帯で
あり， 28戸と数の上では最大多数を占めるが，本
稿の課題の性格上，また紙!隔の都合J二，この類型
も多様であり， 一方の槌に役場職員・教員といっ
た安定的兼業農家群が存在する一方で，他方の極
に臨時的就業の不安的兼業農家も少なくないと見
られること，また長期出稼ぎ就業者も数名存在し
ていること，さらには専業的農業世帯等へ農地を
貸し付ける農地移動の供給層ともなっていること
を指f商するにとどめざるを得ない。
最後に，以上の世帝類型，及びこれらの類型聞
における農地移動の様子を整理した図5を掲載し
漁業の担い手問題
一「高齢化jと「後継者難j
①高齢化
図4にK集落の漁業従事者の年齢構成と親子関
係を示した。農業同様，漁業の従事者も高齢化が
著しい。なかでもイカ釣りの場合は半数近くが60
歳を超えている。 他方，海士の場合は50歳代が半
数以上を市め， 60歳代は l名のみであるが，しか
し，i毎土は体力を酷使する仕事であるため， 60歳
を超えるとリタイヤせざるを得ず，上述のように，
体力と経験上40歳代半ばが働き盛りと言われる点
からみると，その世代はたった3名しかおらず，
50歳を超える者が3分の 2を占めており，海士も
実質的には f高齢イヒ」が進んで、いるとみられる。
(5) 
②後継者難
また漁業は，農業同様，後継者難が深刻である。
技術的側面から見ても，農業なかでも稲作は機械
化・省力化のため片手間的な就業によって維持す
ることが可能であるが，漁業はそうはいかない。
また，表6は玄海海域及び呼子町の関係漁種の漁
獲量と生産額の推移を見たものだが， 1992年のイ
カの豊漁と生産額増加が注目されるものの， ウニ
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イカ釣り : 海士
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て本稿を閉じたい。
6.今後の研究課題
本稿において，農業土地改良事業を契機とした
佐賀県北西部においても数少ないダイナミックな
農業展開の実態，及びこれまでほとんど不明で、あ
った f半農半漁Jの全体像と問題点を明らかにし
えた。しかし， K集落の農業展開は「上場台地の
優等生J的な少数事例であるため，その他の多数
の農業展開の困難な事例の実態とその要閣にも注
視しなければならない。また「半農半漁J村振興
においては海浜観光や都市農村交流といった問題
の重要性が増しているが，このような点には今回
は雷及できなかった。さらに漁業経済分析も行っ
ていかなければならない。そこで次回以降は，農
業展開罰難事例や，このような諸問題をも取り込
んだより立体的な「半農半漁J論を展開していき
たい。
イ寸 記
農漁家謂査では，辻村善秀・辻村義男・新!日K
生産組合長を始めK集落のほぼ全戸(非農漁家も
含む)から戸別訪問のみならず，その後の電話で
の補充調査にもご協力を賜わった。また平}1範
雄・呼子町農林課長，重富啓介・佐賀統計!育報事
務所唐津出張所地区統計官，岡本在四 .K漁協職
からは関係資料やデータのご提供を賜った。吏
に多数の農漁家謂査において，本研究室メンバー
(氏名割愛)以外に磯辺信之・土生武治・村本俊
一-横由美香・農学部学生諸賢から訪問調査員と
して協力をいただいた。本稿のとりまとめをもっ
て以上の方々へのお札に代えたい。
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